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１．はじめに 

「名勝無鄰庵庭園」（以下、「無鄰菴」とする）1)は施

主・山縣有朋の構想の下、七代目小川治兵衛によって明

治 27 年（1894）から 29年（1896）にかけて作庭され

た。東山を望む風光明媚な別荘群の先駆けとして、また

自然主義的な近代庭園の嚆矢として知られる、国指定の

名勝庭園である。 

本名勝庭園の本質的価値を顕在化させるためには、無

鄰菴が無鄰菴たる所以を探究すること、つまり歴史的背

景を踏まえ、施主である山縣有朋の作庭当時の構想を尊

重し、その感性を読み取り、現代との感覚の違いを見極

め、現在に相応しい庭園管理のあり方を探究したうえで

の育成管理が必要となる。 

平成27年 3月発行の技術報告集 2)（以下、前回報告集）

においては諸資料から山縣の作庭意図を調査し、それを

尊重しながら行っている庭園の維持管理を報告した。本

稿ではその際に紹介した「野花を生かした芝生管理のあ

り方」について、その詳細を報告する。 

 

２．無鄰菴における管理制度と管理手法 

（１）管理発注制度の変遷 

公共の庭園や公園の維持管理においては、作業期間や

経費などの様々な制約のために、伸びた枝を切り戻すだ

けといった単純な作業に終始せざるを得ないケースがし

ばしば見受けられる。無鄰菴の庭園管理業務に関しても、

年度ごとに指名競争入札が行われていたために、落札業

者は仕様書に適合することを基準として作業を行い、結

果として現状追認型の管理となる傾向が見られた。 

その状況を打開すべく、京都市では平成 19 年度から

プロポーザル入札制度を導入した。これは管理を希望す

る団体に管理提案書を提出させ、庭園にとってよりふさ

わしいと考えられる提案を行った団体に管理を委託する

制度である。また平成 28 年度からは指定管理者制度を

導入した。これは無鄰菴の更なる活用のため、施設公開

と庭園管理の両業務を一括して委託するものである 3)。 

（２）山縣の感性を読み取った庭園の管理手法 

平成19年度のプロポーザル入札制度導入を境に、無 
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鄰菴における管理は仕様書に基づいた作業から、庭園の

歴史的・文化的背景を踏まえた管理作業へと大きく変化

した。前回報告集では「山縣有朋の感性を読み取った庭

園管理のあり方」と題し、新たに取り組んできた方針の

全体像を報告した。その要点は大きく分けて以下の3つ

である。 

１） 修復剪定による主山 4)である東山の顕在化 

プロポーザル入札制度の導入以前に施されてきた現

状追認型の単純な管理により生長した外縁の樹木が、庭

園の構成上の主山である東山を見えにくくしていたため、

修復剪定によって顕在化させる。 

２） 野花を生かした芝生管理のあり方 

一般に日本庭園の維持管理では、自然に生えた草本は

雑草とみなされ抜き取られる。しかし無鄰菴における育

成管理では、施主・山縣有朋の想いを受け継ぎ、野花を

生かした芝生の管理を試みる。 

３） 山縣の感性を踏まえたコケの管理 

作庭当初コケを好まず芝を貼った山縣であったが、湿

度の高い環境によって芝はコケへと遷移した。その自然

が織りなす遷移を懐深く受け入れ趣を見出した山縣の感

性と庭園観を踏まえたコケの育成管理を行う 5)。 

これら3つの管理方針は、作庭時における山縣有朋の

構想を尊重し、その感性を読み取り、それを維持管理に

活用すべく定めたものであり、無鄰菴の本質的価値を顕

現させるための取り組みである。中でも2)の「野花を生

かした芝生管理のあり方」については、平成 27 年度か

ら本格的な調査研究と管理手法の検討を行い、それに基

づく管理作業を開始した。 

 

３．芝生管理のあり方 

（１）文献・古写真に見られる無鄰菴の芝生 

山縣は、京都の庭園には「豪壯だとか、雄大だとかい

ふ趣致が少しもない」ため、それらを備えた「己流儀の

庭園を作る」6)というコンセプトの下、無鄰菴を作庭し

た。この雄大さにつながる開放的な空間を構成するのが 

芝生であり、無鄰菴の大きな特色の一つとされている。 

無鄰菴に関する古文献のうち、特に芝生管理上参考とな 
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ったのが、明治42年（1909）に発行された『京華林    

泉帖』7)である。無鄰菴を「自然的の天趣を尚ふ」「野趣」
8)を発揮した新庭園であると評価する同書には「池邊軒

前小阜高低伏芝氈の如く奇石野花其間に點綴す」9)との

記載があり、小丘に芝生が広がりその間に「奇石」と「野

花」が点在する情景が記されている。そして同書掲載の 

古写真（写真－１）には、記述通り「氈の如く」柔らか

に伸びた芝生の所々に野花が咲く、野原のような空間が

写し出されている。 

（２）野趣あふれる芝生の管理 

以上の資料調査をもとに「野趣あふれる芝生空間」を

目指し管理を行うことにした。しかし、均一に短く刈り

揃えられた芝生が「管理された芝生」であるとの認識が

一般的である今日、多数の来園者を迎える公共庭園であ

る無鄰菴において、単純に芝生の草丈を長くしただけの

管理では「管理されていない芝生」だと見なされる可能

性が考えられる。 

そこで古写真に見られる野趣を感じる仕上がりと、現

代の人々が見ても気持ちのいい美しさ、その双方を両立

した芝生空間を生み出すべく、管理手法を検討した。具

体的な管理手法としては、まず定期的・画一的な芝刈り

を廃止した。芝刈りは 5 月から 11 月まで月 2 回ほど行

うが、実施時期は芝の長さと野草の生長具合を見計らっ

て決定した。次に芝丈の長短を場所ごとに調整した。母 

 

屋近くや園路沿いなど、来園者の動線に近い部分の芝生

は短めに刈り揃え、奥に向かって草丈を長くする(写真－

２)。また、景石や低木周りの草丈を短くそれぞれが際立

つように刈り揃え、その間の芝生は自然な仕上がりとし、

部分的に風に揺れる野草や、彩りを加える野草を刈らず

に残した。一方、芝生の丘の天端は稜線をはっきり出す

ように刈り揃え、母屋から眺めた際に整った心地よい印

象を与えることができるよう腐心した(写真－３)。 

（３）野花を生かした芝生管理 

無鄰菴園内にある石碑「御賜稚松乃記」10)（写真－４）

には、山縣自身の無鄰菴に対する想いが記されている。

碑文の中から特に注目したのは「苔の青みたる中に名も

知らぬ草の花の咲出たるもめずらし」という一文である。

この文章から山縣が「名も知らぬような草の花」が苔の

中に咲いている様子を、園内に見られる景物の一つとし

て好意的に捉えていたものと読み取ることができる。 

以上のような資料から山縣が好み、文献や古写真にも

見られる「野花」を「野趣あふれる芝生空間」を生み出

すための要素として育成管理することにした。野花に関

する調査は、平成 19 年度以降継続的に行ってきたもの

の本格的な観察・調査・育成は平成 27 年 4 月から開始

した。 

１）野花の実態調査 

まず実態調査として、次のA・Bの作業を行った。 

写真－1 『京華林泉帖』に掲載された無鄰菴の古写真 



 

写真－２ 奥から見た芝生（2015年 8月3日撮影） 

 

 

写真－３ 主屋側から見た芝生（2016年 5月7日撮影） 

 

 

写真－４ 庭園内の「御賜稚松乃記」と「拓本」 

 

図－1 芝生区分図 

A 定点写真 

芝生を5箇所に区分けし(図－１)、10箇所の撮影箇所

を定め、週1・2回の定点撮影を行い、記録をとった。 

B「植物別情報まとめ」(図－２) 

芝生内の植物の同定を行った。結果、平成27年度に

は約50種類の存在を確認し、35種類の植物を同定した。

それらの草本ごとに情報をまとめ、「植物別情報まとめ」

を作成した。「植物別情報まとめ」には、分類群・学名・

分布・出芽期・花期・草丈・生活史・繁殖生態・繁殖力・

花の特徴・在来か外来か、アレロパシーを発するか、手

引除草の困難さ、無鄰菴での生育位置、来園者の反応な

どを記載した。 

２）各植物の管理方針・定義の作成 

植物ごとの情報をまとめた上記の資料をもとに、どの

植物を育成し、どの植物を除草するか、その方針を「手

入れ方法に関する一覧表」としてリスト化することにし

た（表－１）。その際、手入れの判断基準として、以下の

「◯」・「△」・「✕」に各植物を振り分けた。 

「◯」：観賞して且つ種を落とすもの 

「△」：観賞はするが個体数を増やさず制限するもの 

「✕」：見つけ次第除草するもの 

平成27年度の野花の調査は、各植物を上記の3項目 

 

 

図－２ 「植物別情報まとめ」（タネツケバナ） 



表－１「手入れ方法に関する一覧表」 

 

 

に当てはめるための判断材料を探ることを目的として行

っていったと言える。またすべての草本類のうち「◯」・

「△」にあたる「観賞する」ものを「野花」と定義し、

「✕」を「雑草」と定義した。また草本類全体を「野草」

と呼称し「◯」・「△」・「✕」すべてを包括する概念と定

義した。 

３）管理のための調査 

手入れに関する一覧表を2種類作成した。 

A「手入れ方法に関する一覧表」 

「手入れ方法に関する一覧表」では、「◯」・「△」・「✕」

の各「野草」の管理方針を記すとともに、除草の方法に

関しても手引除草で根から引く、刈払い機で地表面だけ

除去する、種が散布しないように慎重に切り取るなど、

その植物ごとに適した方法を定め、一覧とした。 

B「出芽期・開花期・種付け時期に関する一覧表」 

「出芽期・開花期・種付け時期に関する一覧表」(表－２)

は、35種類それぞれの野草がどの時期に、どのような状

態になっているのかを示した一覧表である。これは芝生

と野草管理の作業時期、工程計画の設定に活用する。  

なお「出芽期」・「開花期」・「種付け時期」は、次のよう

に定義した。 

「出芽期」：出芽または萌芽が見られる時期  

「開花期」：花が咲く時期 

「種付け時期」：種を付けてから落とすまでの時期 

４）調査・管理のプロセスと課題 

実際の野花の育成管理は、上記の調査・資料作成と並

行して行っていたため、定義や区分を定める前に管理作

業が先行する場合も多々あった。そのため管理結果を踏

まえ定義付けや定義の変更を行った。文献情報をベース

に実地調査・管理の結果を反映させた「手入れ方法に関

する一覧表」の完成は、野草の生育が落ち着いた秋を待

たなければならなかった。 

調査・管理のフローの一例として、ノミノフスマの事

例を紹介する。芝生番号①に分布する同植物は、生育箇

所が直径40cmほどの1箇所のみであったため、除草は

容易であると判断し、他の植物とともに観察を続けた。

その後芝生には「４月下旬の芝生の様子」(図―３)に見

られるように多種の「野草」が開花した。観賞対象であ

る開花中の「野花」の保護と観察のため、芝生内への立

入りを禁止し、除草作業も中断した。すると繁殖力の強

いノミノフスマは繁茂を続け、そのまま種を落とし芝生

内に茶色い塊となって枯れ残った。その後の芝刈りの際

に同箇所を確認すると、繁茂していた部分の芝生が薄く

なっていた。この観察によって、ノミノフスマの芝生へ

の悪影響が実地で確認され、管理区分「✕」の「雑草」

として定義するに至った。 

この事例からはある課題も浮かんできた。たとえ

「◯」・「△」・「✕」の定義を作成し、それぞれの植物に

当てはめたところで、芝生の状況によってはその調査情

報を管理に活用することができない。「◯」・「△」の「野

花」を守ろうとすると「✕」の「雑草」を除草できない

状態に陥ることがあるのである。 

５）除草時期の検討－冬の除草 

 ノミノフスマを含め、草本類のなかには秋に発芽して

その状態のまま越冬し、翌年に生長・開花するものがあ

る。そのため、観賞すべき植物が生長・開花する前の冬

の時期に、除草を行うというアイデアが生まれた。 

まず 12 月に観察・管理を試みた。しかしこの頃の新

芽はあまりにも小さく、種類の分別も新芽の摘み取りも

困難を極めた。そのため新芽の生長する2月を待ち再度



観察を行うと、約1cmに伸長した新芽を確認することが 

できた。その中からオランダミミナグサなど「雑草」と

して除草を要する植物については、可能な限りの除草を

施した。このような冬の除草を施すことによって、平成

28年春には「雑草」の個体数が格段に少なくなり「野花」

の開花時期における除草の手間を大きく減らすことに成

功した。「✕」の「雑草」の繁殖を抑制し、「◯」・「△」

の「野花」を育成するための有効な方法であることが確

認された。 

（４）平成 27年度野花調査・管理のまとめと今後の課題 

１）芝生の調査・管理の体制 

平成 27 年度は本格的な調査・管理の初年度というこ

ともあり、調査研究と管理が並行して行われる場面がし

ばしば見られた。手探りでの調査・管理は試行錯誤の繰

り返しではあったが、担当者2名が調査・管理を一貫し

て行うことで、常に情報をフィードバックし管理に応用

表－２ 「出芽期・開花期・種付け時期に関する一覧表」(部分) 

 

図－３ 「４月下旬の芝生の様子」 



できる有機的な体制を築くことができた。また「野趣あ

ふれる芝生空間」を生み出すために定期的・画一的な芝

生管理を廃止し、冬も含めた1年間のうちで、それぞれ

の植物に適した時期に、適した方法での管理を行う体制

を築くことにより「野花」を生かした芝生空間を育成す

ることが可能であることを証明した。 

２）「雑草」定義の再考 

管理の上で気付かされたのは、「✕」の「雑草」とし

て定義し、すべて除去してきた植物のなかにも「野趣あ

ふれる芝生空間」を生み出す上で効果的なものがあると

いうことである。例えば繁殖力が強いチガヤにも野原の

風情があり、スズメノヤリにも「懐かしい風情がある」

との感想が関係者・来園者から聞かれた。適した時期に

適した方法による管理を行うことで、繁殖力の強い「雑

草」と定義したものについても個体数の制限が可能であ

ることが判明すると、それら「雑草」も活用できるので

はないかとの考えが浮かんできた。 

３）今年度の手入れ方針 

以上のような考察を踏まえ、今年度は昨年の調査課題

であった観賞する「野花」と除草する「雑草」との区分

および「◯」・「△」・「✕」の定義区分の全面的適応

を一旦保留することにした。これは「雑草」と規定した

「野草」であっても「野花」と同様にその季節の風情を

醸し出す効果があること、また「雑草」によっては繁殖

力が旺盛で、完全な除去は不可能であること、そして適

した時期に適した方法で手入れを続けることによって、

各植物の個体数が制限可能であるということが、一年を

通しての調査・管理によって判明したためである。これ

により「見つけ次第除草する」対象つまり「雑草」とい

う区分は無効になったのである。それゆえ芝生に生育す

る「野草」をすべて「野花」として捉えることもできる。 

平成 28 年度の「野花を生かした芝生管理」において

は、昨年度の定義を十分参照しながらも盲目的に縛られ

ず、一年間の実地調査の結果を踏まえて芝生の植物すべ

てに対して個体数を制限しながら観賞できるよう試みる。

芝生においての記録と観察・調査は継続して行い、調査

内容の完成度をさらに高めていく。 

 

４．おわりに 

山縣作庭の他庭園では、花を意図的に植栽していた記

録が認められるが 11)、無鄰菴において何らかの野草を植

栽したという記録は見つかっていない。野花を生かした

芝生管理では「名も知らぬ草の花の咲出たるもめずらし」

という「御賜稚松乃記」の記述に基づき、自然に生えて

くる野草を生かした育成管理を進めている。しかし『京

華林泉帖』には植栽されたと見受けることもできそうな

野草も見られるため、古写真を分析しどのような野花が

咲いていたのか更なる調査を進めたい。 

「野花を生かした芝生管理」は野趣を尊び、自然の遷

移を懐深く受け入れた山縣有朋の感性や庭園観に端を発

する。古写真・文献などから読み取れる当時の景色を再

現するだけでなく、山縣の庭園観を軸にして、明治から

大正、昭和、平成へと自然に遷移した無鄰菴の姿を大切

にしつつ、現代の感性などのエッセンスを折混ぜて、育

成管理を行おうという試みの一つである。 

野趣あふれる芝生空間の醸成のために、野花をどのよ

うに生かしていくのか。常に柔軟に管理方法を検討・更

新し、無鄰菴にふさわしい景色を探求し続けることが大

切である。時代を経て無鄰菴をとりまく環境や感性にも

変化がみられるが、明治期の山縣有朋の無鄰菴を尊重し、

山縣の構想や感性、想いを読み取りつつ、現代の無鄰菴

にふさわしい景色を育むお手伝いをし、次世代へと継承

していくことが役目だと考える。 
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